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城
西
国
際
大
学
秋
季
入
学
式

　

城
西
国
際
大
学
は
９
月
９
日
に
「
２
０
１
４
年
度

秋
季
入
学
式
」
を
千
葉
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
の
水
田
記

念
ホ
ー
ル
で
挙
行
し
ま
し
た
。

　

今
回
新
入
生
と
な
っ
た
の
は
、
中
国
、
台
湾
、
韓

国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
パ
キ
ス
タ

ン
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、

ス
ペ
イ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
チ
ェ

コ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ス
ロ
バ
キ
ア
の
各
国
か
ら
集

ま
っ
た
留
学
生
た
ち
で
す
。
国
際
色
あ
ふ
れ
る
入
学

式
と
な
り
ま
し
た
。

　

ご
来
賓
と
し
て
ご
臨
席
さ
れ
た
駐
日
ス
ロ
バ

キ
ア
共
和
国
大
使
館
特
命
全
権
大
使
のM

ichal 
K

ottm
an

閣
下
、
駐
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国
大
使

館
のGyörgyi Juhász

参
事
官
、駐
日
ノ
ル
ウ
ェ
ー

王
国
大
使
館
のK

ari Steenstrup V
aalund

シ
ニ

ア
・
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
か
ら
は
新
入
生
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
入
生
を
代
表
し
て
、Jakub N

ovotný

さ
ん

（
ス
ロ
バ
キ
ア
の
プ
レ
シ
ョ
フ
大
学
〔U

niversity 
of Presov in Presov

〕
出
身
）
は
、「
新
入
生
一

同
は
、
建
学
の
精
神
を
実
現
す
る
た
め
に
、
約
束
を

順
守
し
、
勉
学
に
専
念
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と

宣
誓
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
後
に
留
学
生
学
友
会
も
開
催
さ
れ
、
す

で
に
在
籍
し
て
い
る
先
輩
留
学
生
も
交
え
た
素
晴
ら

し
い
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

JOSAI INTERNATIONAL CENTER
for the Promotion of Art and Science
(JICPAS)

国
際
交
流
活
動

城
西
国
際
大
学
秋
季
入
学
式
、

城
西
大
学
学
位
授
与
式
お
よ
び
入
学
式
を
挙
行

日
時
：
２
０
１
４
年
９
月
９
日
、14
日

場
所
：
城
西
国
際
大
学
千
葉
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
、城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

会場の水田記念ホールに集った世界各国からの新入生

式後開催された留学生学友会

新入生代表の Jakub Novotný さん

駐日ハンガリー共和国大使館 Györgyi Juhász 参事官 駐日スロバキア共和国 特命全権大使
Michal Kottman 閣下

駐日ノルウェー王国大使館
Kari Steenstrup Vaalund シニア・アドヴァイザー
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本
学
と
埼
玉
県
が
共
催
し
て
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
女
性
の
力
で
地
域
が
輝
く
」
が
９
月
16
日
、
城
西

大
学
の
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
（
清
光
会
館
ホ
ー
ル
）
で

開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
12
日
か
ら
14
日
に
か

け
て
東
京
都
内
で
行
わ
れ
た
政
府
主
催
の
「
女
性
が

輝
く
社
会
に
向
け
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（W

orld 
A

ssem
bly for W

om
en in T

okyo

）
の
地
方
展

開
の
一
つ
で
し
た
。
県
や
女
性
団
体
の
関
係
者
、
地

域
の
方
々
、
教
職
員
や
学
生
計
約
５
０
０
人
が
、
世

界
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
貴

重
な
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

東
京
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
ラ
ガ
ル
ド
国
際
通

貨
基
金
専
務
理
事
を
は
じ
め
世
界
各
国
か
ら
政
治

リ
ー
ダ
ー
や
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
、
有
識
者
が
参

加
。
本
学
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
米
国
の
シ
ン
ク

タ
ン
ク
・
ブ
ル
ッ
キ
ン
グ
ス
研
究
所
シ
ニ
ア
・
フ
ェ

ロ
ー
の
ミ
レ
ア
・
ソ
リ
ス
（M

ireya Solis

）
氏
と

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
最
先
端
医
療
研
究
施
設
・
シ
ャ
ン
パ

リ
モ
ー
財
団
理
事
長
の
レ
オ
ノ
ー
ル
・
ベ
レ
ー
ザ

（Leonor Beleza

）
氏
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
開
会
前
に
あ
っ
た
地
震
対
応
の
た
め
急

き
ょ
欠
席
し
た
上
田
清
司
知
事
の
挨
拶
文
を
福
島
勤

県
民
生
活
部
長
が
代
読
し
ま
し
た
。「（
地
方
イ
ベ
ン

ト
を
）
ぜ
ひ
先
進
県
の
埼
玉
県
で
開
い
て
ほ
し
い
と

国
か
ら
話
が
あ
り
、
本
県
が
誇
る
女
性
学
の
権
威
で

あ
る
水
田
宗
子
理
事
長
に
共
催
開
催
を
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
快
諾
を
い
た
だ
い
た
」
と
開
催
の
経
緯
を
紹

介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
水
田
理
事
長
は
「
上
田
知
事

と
大
勢
の
男
性
教
職
員
の
理
解
と
協
力
で
、
城
西
の

女
性
は
輝
い
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
日
本
の
対
外
経
済
政
策
の
専
門
家
で

あ
る
ソ
リ
ス
氏
が
「
女
性
の
地
位
向
上
に
果
た
す
地

方
政
治
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
役
割
は
大
き

い
。
そ
れ
が
中
央
政
府
、
日
本
の
立
ち
位
置
を
変
え

て
い
く
」
と
強
調
し
ま
し
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
保
健

大
臣
な
ど
の
要
職
を
務
め
た
ベ
レ
ー
ザ
氏
は
２
人
の

子
ど
も
を
抱
え
な
が
ら
33
歳
で
政
府
の
要
職
に
就
く

こ
と
に
な
っ
た
自
身
の
経
歴
に
触
れ
、「
人
口
の
半

分
を
占
め
る
女
性
に
は
素
晴
ら
し
い
才
能
が
あ
る
の

に
生
か
し
き
れ
て
い
な
い
。
自
分
た
ち
の
中
に
障
害

を
作
っ
て
い
る
」
と
語
り
ま
し
た
。

城
西
大
学
秋
季
学
位
授
与
式
・
入
学
式

　

爽
や
か
な
秋
晴
れ
に
め
ぐ
ま
れ
た
２
０
１
４
年
９

月
19
日
、
城
西
大
学
の
秋
季
学
位
記
授
与
式
と
入
学

式
が
、
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
の
清
光
ホ
ー
ル
で
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
、
１
１
２
名
が
城
西
を

巣
立
ち
、
９
か
国
か
ら
の
交
換
留
学
生
ら
88
名
が

新
た
に
城
西
の
仲
間
に
な
り
ま
し
た
。
内
訳
は
中
国

51
名
、
マ
レ
ー
シ
ア
18
名
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
９
名
、
韓

国
３
名
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
３
名
、
タ
イ
、
ス
リ
ラ
ン

カ
、
チ
ェ
コ
、
ス
ロ
バ
キ
ア
各
１
名
で
、
チ
ェ
コ
と

ス
ロ
バ
キ
ア
か
ら
は
初
の
受
け
入
れ
と
な
り
ま
し

た
。

　

森
本
雍
憲
学
長
か
ら
卒
業
生
代
表
に
学
位
記
や
卒

業
証
書
が
授
与
さ
れ
た
後
、
新
入
生
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
水
田
宗
子
理
事
長
は
式
辞
で
卒
業
生
と
新
入

生
に
向
け
て
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
と
世
界
の
た
め

に
、
お
互
い
が
手
を
取
り
合
っ
て
生
活
を
充
実
し
た

も
の
に
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま

た
、
森
本
学
長
は
告
辞
で
「
高
い
志
と
信
念
を
持
っ

て
、
大
い
に
努
力
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
達
成
し

て
く
だ
さ
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

来
賓
の
駐
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
館
の
ユ
ハ
ー
ス
・

ギ
ョ
ル
ギ
（Györgyi Juhász

）
参
事
官
ら
の
祝
辞

に
続
い
て
、
上
田
清
司
埼
玉
県
知
事
や
ツ
ィ
リ
ル
・

コ
ザ
チ
ェ
フ
ス
キ
（Cyryl K

ozaczew
ski

）
駐
日

ポ
ー
ラ
ン
ド
大
使
の
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
生
を
代
表
し
て
原
田
美
穂
さ
ん
（
薬
学
部
薬

学
科
）
が
、
先
日
の
広
島
県
で
の
大
雨
被
害
に
触
れ

「
困
難
に
立
ち
向
か
う
人
々
を
助
け
る
こ
と
が
で
き

る
医
療
人
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
」と
答
辞
。

新
入
生
を
代
表
し
て
許
書
雯
さ
ん（
現
代
政
策
学
部
）

が
、「
城
西
大
学
と
私
た
ち
の
国
が
強
い
絆
で
結
ば

れ
る
よ
う
、
私
た
ち
留
学
生
が
懸
け
橋
と
な
れ
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
宣
誓
し
ま
し
た
。

世界から集まった城西生たち

熱心に語るパネリストたち

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
女
性
の
力
で
地
域
が
輝
く
」
を
開
催

日
時
：
２
０
１
４
年
９
月
16
日

場
所
：
城
西
大
学
坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス

厳粛な式の様子
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講
演
後
の
学
生
た
ち
の
質
問
に
対
し
、「
企
業
に

入
っ
た
ら
良
き
同
僚
、
良
き
先
輩
を
見
つ
け
る
こ
と

が
大
事
。
シ
ャ
イ
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」（
ソ
リ

ス
氏
）、「
自
分
自
身
に
制
限
を
加
え
て
は
な
ら
な
い
。

自
分
の
仕
事
を
あ
き
ら
め
な
い
で
ほ
し
い
」（
ベ
レ
ー

ザ
氏
）
な
ど
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
り
ま
し
た
。

　

水
田
宗
子
理
事
長
を
団
長
と
す
る
学
校
法
人
城
西

大
学
の
訪
問
団
一
行
は
、
２
０
１
４
年
４
月
８
日

か
ら
４
月
10
日
の
期
間
、
香
港
の
九
龍
市
に
位
置

す
る
香
港
城
市
大
学
（City U

niversity of H
ong 

K
ong

）
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

今
回
訪
問
団
一
行
は
特
別
にW

ay K
uo 

（
郭
位
）

学
長
自
ら
、School of Creative M

edia

を
は
じ

めD
epartm

ent of M
edia and Com

m
unication, 

Run Run Shaw
 Library, Japanese T

ea H
ouse

を
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、
メ
デ
ィ
ア

の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
は
、Shaw

学
部
長
に
よ

る
案
内
で
、
１
９
８
７
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産

（
文
化
遺
産
）
に
登
録
さ
れ
た
仏
教
遺
跡
の
莫
高
窟
、

敦
煌
石
窟
、
敦
煌
千
仏
洞
を
３
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

で
再
現
さ
れ
、
実
際
に
洞
窟
の
中
に
い
る
よ
う
な
体

験
を
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
カ
メ
ラ
を
多
数
設
置
し

た
特
別
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ル
ー
ム
で
水
田
理
事
長
が

学
生
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
撮
影
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
万
全
な
映
像
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
、
香
港
城

市
大
学
独
自
の
も
の
で
す
。
同
学
で
は
メ
デ
ィ
ア
学

部
に
大
変
力
を
入
れ
て
お
り
、
学
生
た
ち
の
豊
か
な

才
能
を
引
き
出
す
場
と
し
て
素
晴
ら
し
い
環
境
で
あ

る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
水
田
理
事
長
は
香
港
城
市
大
学
の

Connie Fan M
ulti-m

edia Conference Room

に

お
い
て
、
同
大
学
大
学
院
の
経
営
学
で
の
名
誉
教
授

（H
onorary Professorship of D

epartm
ent of 

M
anagem

ent from
 2 A

pril 2014 to 31 M
arch 

2017

）
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
授
与
式
に
は
、K

uo

学
長
か
ら
水
田
理
事
長
に
名
誉
教
授
の
証
書
と
記
念

品
の
ク
リ
ス
タ
ル
が
授
け
ら
れ
ま
し
た
。
引
き
続

い
て
、
今
回
の
授
与
を
記
念
し
て
、
水
田
理
事
長

が"T
he Y

am
am

ba's Long Life: T
he Cultural 

D
ynam

ics of the A
ging society"

と
い
う
テ
ー

マ
で
同
大
学
の
学
生
や
教
職
員
に
講
演
を
行
い
ま
し

た
。
高
齢
社
会
の
問
題
は
、
香
港
で
も
喫
緊
の
課
題

で
あ
っ
た
た
め
、
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

　

本
学
と
香
港
城
市
大
学
は
、
２
０
１
２
年
に
学
術

交
流
協
定
を
締
結
し
て
以
来
、
２
０
１
３
年
６
月
に

は
城
西
国
際
大
学
国
際
人
文
学
部
海
外
留
学
奨
励
奨

学
生
制
度
で
の
26
名
の
学
生
を
送
り
出
し
、
同
年
12

月
に
は
香
港
城
市
大
学
よ
り
ウ
ィ
ン
タ
ー
セ
ミ
ナ
ー

で
20
名
の
学
生
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、
現
在
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
交
流
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
訪
問
に
よ
り
、
今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

に
お
い
て
積
極
的
に
交
流
が
進
む
こ
と
が
大
い
に
期

待
さ
れ
ま
す
。

名誉教授証書を授与される水田理事長

名
誉
学
位

水
田
理
事
長
が
香
港
城
市
大
学
よ
り

名
誉
教
授
を
授
与
、記
念
講
演
を
実
施

日
時
：
２
０
１
４
年
４
月
８
日
～
10
日

場
所
：
香
港
城
市
大
学
、中
華
人
民
共
和
国

名誉学位

　

２
０
１
４
年
４
月
14
日
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ノ

ヴ
ァ
ッ
ク=

フ
ァ
ル
（N

ow
ak-Far

）
外
務
副
大

臣
が
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
学
さ
れ
、
講

演
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
演
に
先
立
ち
、
水
田
宗
子
理
事
長
は
「
ノ

ヴ
ァ
ッ
ク=

フ
ァ
ル
外
務
副
大
臣
に
講
演
を
い
た
だ

け
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
多

く
の
日
本
人
が
精
通
し
て
い
な
い
Ｅ
Ｕ
法
に
つ
い
て

お
話
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
学
生
に
と
っ
て
素
晴

ら
し
い
機
会
と
な
る
で
し
ょ
う
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
"Japanese Journey into the EU

 Law
"

と
題

し
た
講
演
で
は
、
Ｅ
Ｕ
法
の
概
要
を
は
じ
め
、
法
律

制
度
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
Ｅ
Ｕ
法
は
国
際

機
関
の
法
律
で
あ
り
、
特
徴
と
し
て
24
の
言
語
で

書
か
れ
、
28
か
国
で
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
日
本
の
法
律
制
度
と
の

違
い
に
つ
い
て
説
明
し
、
共
通
点
を
見
つ
け
る
こ
と

は
難
し
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
質
疑
応
答
で
は
、
Ｅ

Ｕ
法
に
よ
る
地
元
の
人
々
の
影
響
な
ど
の
質
問
が
あ

り
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
外
務
副
大
臣
が
来
学
、講
演
を
実
施

日
時
：
２
０
１
４
年
４
月
14
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

ノヴァック = ファル外務副大臣
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２
０
１
４
年
４
月
23
日
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
共
和
国

の
ダ
ニ
ロ
・
デ
ュ
ル
ク
（D

anilo T
ürk

）
前
大
統

領
が
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
問
さ
れ
、
講

演
お
よ
び
学
生
た
ち
と
の
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
共
和
国
は
、
中
欧
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
位

置
す
る
国
で
１
９
９
１
年
６
月
に
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア

と
の
連
邦
解
消
と
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
の
独
立
を
宣
言

し
、
苦
難
の
末
に
独
立
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

ダ
ニ
ロ
・
デ
ュ
ル
ク
前
大
統
領
は
、
２
０
０
０
年

か
ら
２
０
０
５
年
に
か
け
て
国
連
事
務
次
長
補
を
務

め
、
在
任
中
は
紛
争
防
止
問
題
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
ま
た
、
２
０
０
５
年
か
ら
リ
ュ
ブ
リ
ャ
ナ
大
学

（U
niversity of Ljubljana

）
で
国
際
法
の
教
授
を

務
め
、
２
０
０
７
年
に
は
同
共
和
国
の
第
３
代
大
統

領
に
選
出
さ
れ
、
２
０
１
２
年
に
そ
の
任
を
終
え
ま

し
た
。

　

午
後
３
時
に
ご
到
着
さ
れ
た
ダ
ニ
ロ
・
デ
ュ
ル
ク

前
大
統
領
は
、
同
行
の
ヘ
レ
ナ
・
ド
ル
ノ
ウ
シ
ェ

ク
・
ゾ
ル
コ
（H

elena D
rnovsek Zorko

）
大
使
、

オ
ト
・
プ
ン
ガ
ル
ト
ニ
ッ
ク
（O

to Pungartnik

）

公
使
と
と
も
に
水
田
宗
子
理
事
長
ら
大
学
関
係
者
と

懇
談
さ
れ
ま
し
た
。

　

ダ
ニ
ロ
・
デ
ュ
ル
ク
前
大
統
領
の
講
演
に
先
立

ち
、
水
田
理
事
長
は
「
著
名
な
法
学
者
、
外
交
官
で

あ
る
ダ
ニ
ロ
・
デ
ュ
ル
ク
前
大
統
領
の
講
演
を
聞
く

機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と
は
、
本
学
の
学
生
に
と
っ
て

こ
の
上
な
い
喜
び
で
す
」
と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
中
欧
研
究
所
の
柴
宜
弘
副
所
長
は
「
中

欧
研
究
所
で
は
こ
れ
ま
で
ヴ
ィ
シ
ェ
グ
ラ
ー
ド
４
か

国
（
Ｖ
４
）
と
の
接
触
が
多
か
っ
た
が
、
今
回
の
講

演
を
き
っ
か
け
に
ヴ
ィ
シ
ェ
グ
ラ
ー
ド
４
か
国
だ
け

で
な
く
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
と
の
関
係
も
強
化
で
き
れ

ば
」
と
幅
広
い
関
係
者
等
に
期
待
を
語
り
ま
し
た
。

　

ダ
ニ
ロ
・
デ
ュ
ル
ク
前
大
統
領
は
「
国
連
の
未
来

（T
he Future of the U

N
 System

）」
と
題
し
た

講
演
で
、
上
級
外
交
官
お
よ
び
国
連
高
官
と
し
て
の

経
験
を
踏
ま
え
、
国
連
の
シ
ス
テ
ム
の
概
要
か
ら
安

全
保
障
、
開
発
、
人
権
の
三
つ
の
分
野
に
つ
い
て
話

を
さ
れ
、
欧
州
か
ら
の
留
学
生
を
含
む
城
西
大
学
と

城
西
国
際
大
学
の
両
学
の
学
生
た
ち
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
城
西
大
学
経
済
学
部
の
藤
野
翔

太
郎
さ
ん
が
「
私
は
将
来
、
国
連
で
働
き
た
い
と

考
え
て
お
り
、
プ
ラ
ハ
経
済
大
学
（U

niversity of 
Econom

ics, Prague

）
へ
留
学
予
定
で
す
。
そ
こ

で
、
国
連
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
改
革
が
必
要
な
こ
と

は
何
か
」
と
質
問
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
ダ

ニ
ロ
・
デ
ュ
ル
ク
前
大
統
領
は
「
改
革
の
必
要
性
を

論
じ
る
前
に
ま
ず
国
連
シ
ス
テ
ム
の
全
体
像
を
把
握

し
、
批
判
的
に
そ
の
組
織
を
捉
え
、
ど
の
よ
う
な
改

革
が
必
要
か
を
議
論
す
べ
き
で
あ
る
」
と
答
え
、
問

題
の
捉
え
方
を
説
明
し
ま
し
た
。
欧
州
な
ど
海
外
か

ら
城
西
大
学
と
城
西
国
際
大
学
に
学
ん
で
い
る
留
学

生
や
城
西
国
際
大
学
国
際
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
専
攻
の
学
生
か
ら
ほ
か
に
も
質
問
が
あ
り
、
そ
の

一
つ
ひ
と
つ
に
ダ
ニ
ロ
・
デ
ュ
ル
ク
前
大
統
領
は
丁

寧
に
答
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
後
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
講
演
に
参
加
し

た
学
生
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が
な
さ
れ
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
予
定
時
刻
を
超
え
て
歓
談
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

本
学
は
こ
れ
ま
で
中
欧
諸
国
の
大
学
に
関
し
て
、

学
生
交
流
お
よ
び
人
材
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
中
欧
地
域
で
の
教
育
交
流
お
よ
び
文
化
交
流
の

実
績
を
積
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
中
欧
研
究
所
は
、

さ
ら
な
る
共
同
研
究
・
学
術
交
流
・
人
材
育
成
の
推

進
、
学
部
・
大
学
院
教
育
支
援
を
目
的
に
積
極
的
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
前
大
統
領
の
ご
訪
問
を
契

機
と
し
て
、
今
後
、
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
共
和
国
の
大
学

と
も
交
流
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ス
ロ
ヴ
ェ
ニ
ア
共
和
国
前
大
統
領
が
来
学
、講
演
を
実
施

日
時
：
２
０
１
４
年
４
月
23
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

講演するダニロ・デュルク前大統領

学生たちとの交流

　

水
田
理
事
長
や
城
西
大
学
、
城
西
国
際
大
学
の
両

学
長
を
は
じ
め
、
両
大
学
の
学
生
や
欧
州
な
ど
海
外

か
ら
の
留
学
生
な
ど
が
集
ま
り
、
熱
心
に
耳
を
傾
け

ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
演
会
終
了
後
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
留

学
生
や
学
生
た
ち
が
講
演
内
容
に
関
す
る
意
見
交
換

や
質
疑
応
答
を
含
め
、
積
極
的
に
外
務
副
大
臣
と
の

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

本
学
は
、
中
期
目
標
で
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成

に
向
け
た
国
際
交
流
活
動
の
強
化
を
掲
げ
て
世
界
の

さ
ま
ざ
ま
な
大
学
と
積
極
的
に
国
際
交
流
を
進
め
て

い
ま
す
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
関
し
て
も
、
２
０
１
２
年

３
月
に
城
西
大
学
水
田
美
術
館
に
て
「
キ
ュ
リ
ー
夫

人
展
―
―
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
生
ん
だ
女
性
科
学
者
、
今

な
お
光
輝
く
理
由
―
―
」
を
開
催
や
、
２
０
１
３
年

11
月
に
中
欧
研
究
所
を
学
術
セ
ン
タ
ー
と
し
て
東
京

紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
設
置
を
通
じ
て
、
国
際
交

流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

中
欧
研
究
所
は
、
中
欧
地
域
で
の
教
育
実
績
を
踏

ま
え
、
同
地
域
と
の
さ
ら
な
る
共
同
研
究
・
学
術
交

流
・
人
材
育
成
の
推
進
、
学
部
・
大
学
院
教
育
支
援

を
目
的
に
積
極
的
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
大
学
と
も
よ
り
一
層
の
交
流
が
大
い

に
期
待
さ
れ
ま
す
。
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す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
キ
ー
ラ
ー
ト
学

長
が
「
温
か
い
歓
迎
を
受
け
、
心
よ
り
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
今
後
、
本
学
の
学
生
を
城
西
大
学
・
城

西
国
際
大
学
に
送
り
、
両
学
と
の
交
流
を
深
め
、
人

材
育
成
に
務
め
て
い
き
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ワ
ラ
イ
ラ
ッ
ク
大
学
と
城
西
国
際
大
学
は
、
看
護

学
部
、
薬
学
部
を
有
し
て
い
る
こ
と
な
ど
共
通
点
も

多
く
、
今
回
の
学
術
交
流
協
定
に
伴
い
、
今
後
、
両

大
学
の
間
で
具
体
的
な
交
流
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
５
月
９
日
、
学
校
法
人
城
西
大

学
は
タ
イ
の
ワ
ラ
イ
ラ
ッ
ク
大
学
（W

alailak 
U

niversity

）
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

学
校
法
人
城
西
大
学
は
、
国
際
交
流
活
動
の
強
化

を
目
的
に
世
界
各
国
の
大
学
と
積
極
的
な
国
際
交

流
を
進
め
て
お
り
、
近
年
特
に
ア
ジ
ア
諸
国
と
中

欧
諸
国
の
大
学
と
の
国
際
交
流
を
強
化
し
て
い
ま

す
。
タ
イ
に
お
い
て
も
、
２
０
１
２
年
10
月
に
泰
日

経
済
技
術
振
興
協
会
（T

echnology Prom
otion 

A
ssociation 

（T
hailand-Japan

））
と
の
連
携
協

力
を
締
結
、
２
０
１
３
年
１
月
に
は
バ
ン
コ
ク
大
学

（Bangkok U
niversity

）、
４
月
に
は
ラ
ン
シ
ッ
ト

大
学
（Rangsit U

niversity

）、
５
月
に
は
泰
日
工

業
大
学
（T

hai-N
ichi Institute of T

echnology

）

と
学
術
交
流
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　

ワ
ラ
イ
ラ
ッ
ク
大
学
と
は
、
本
学
の
学
生
が
毎

年
参
加
し
て
い
る
「
ア
ジ
ア
・
サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ

ム
（A

sia Sum
m

er Program

）」
に
お
い
て
既

に
プ
ロ
グ
ラ
ム
交
流
を
始
め
て
お
り
ま
す
が
、
今

回
の
キ
ー
ラ
ー
ト
・
サ
ン
グ
ア
ン
サ
イ
（K

eerath 
Sanguansai

）
学
長
ら
の
ご
来
学
に
伴
い
両
大
学

間
の
学
術
交
流
を
締
結
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ワ
ラ
イ
ラ
ッ
ク
大
学
は
、
１
９
９
２
年
に
設
立
さ

れ
た
タ
イ
に
あ
る
31
校
の
国
立
大
学
の
中
の
一
つ

で
、
大
学
の
名
称
は
国
王
ラ
ー
マ
９
世
（Bhum

ibol 
A

dulyadej: Ram
a IX

）
の
三
女
（
第
４
子
）
で

あ
る
チ
ュ
ラ
ポ
ー
ン
・
ワ
ラ
イ
ラ
ッ
ク
王
女

（Chulabhorn W
alailak

）
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
す
。

農
業
技
術
学
部
、
医
療
衛
生
・
公
衆
衛
生
学
部
、
建

築
・
デ
ザ
イ
ン
学
部
、
工
学
・
資
源
管
理
学
部
、
情

報
科
学
学
部
、
人
文
学
部
、
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
学
部
、

医
学
部
、
看
護
学
部
、
薬
学
部
、
理
工
学
部
の
11
学

部
を
有
し
、
６
千
名
の
学
生
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　

キ
ー
ラ
ー
ト
学
長
は
、
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ

ス
に
ご
到
着
後
、
水
田
宗
子
理
事
長
を
は
じ
め
と
す

る
学
校
法
人
城
西
大
学
の
執
行
部
メ
ン
バ
ー
ら
と
面

会
さ
れ
ま
し
た
。

　

締
結
に
先
立
ち
、
水
田
理
事
長
は
、「
ワ
ラ
イ
ラ
ッ

ク
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
を
大
変

う
れ
し
く
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
本
学
と
ワ
ラ
イ
ラ
ッ

ク
大
学
は
共
通
の
学
部
が
多
く
、
今
回
の
締
結
を
機

に
具
体
的
な
交
流
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

学術交流協定を締結

ワ
ラ
イ
ラ
ッ
ク
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結

日
時
：
２
０
１
４
年
５
月
９
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

　

２
０
１
４
年
５
月
17
日
、
チ
ェ
コ
共
和
国
大
使
館

の
主
催
に
よ
る
「
第
20
回
チ
ェ
コ
語
弁
論
大
会
」
が

東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
の
地
下
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
チ
ェ
コ
共
和
国
大
使
館
が
改
修
中
で
あ
る

た
め
、
中
欧
諸
国
の
大
学
と
の
学
生
交
流
お
よ
び
人

材
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
同
地
域
で
の
教
育

交
流
お
よ
び
文
化
交
流
の
実
績
を
積
み
上
げ
て
い
る

本
学
が
、
昨
年
に
続
き
会
場
を
提
供
い
た
し
ま
し

た
。

　

大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
水
田
宗
子
理
事
長
は
、

「
昨
年
に
続
き
、
チ
ェ
コ
語
弁
論
大
会
が
本
学
で
開

催
さ
れ
る
の
は
誠
に
光
栄
で
す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
続
い
て
、
カ
テ
リ
ー
ナ
・
フ
ィ
ア
ル
コ
ヴ
ァ
ー

（K
ateřina Fialková

）
大
使
か
ら
「
チ
ェ
コ
語
弁

論
大
会
も
今
回
で
20
回
目
を
迎
え
、
大
変
嬉
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
数
年
、
チ
ェ
コ
語
を
学
ぶ

日
本
の
方
は
多
く
な
っ
て
お
り
、
今
回
の
弁
論
大
会

に
は
、
予
想
以
上
の
応
募
が
あ
っ
た
た
め
、
急
遽
２

回
に
分
け
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会
場
を
提

供
し
て
く
だ
さ
っ
た
水
田
理
事
長
を
は
じ
め
関
係
者

の
皆
さ
ま
方
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
」
と
の

ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
は
、
チ
ェ
コ
語
を
学
ん
で
い
る
社
会

人
・
学
生
13
名
が
出
場
し
ま
し
た
。
５
分
間
の
持
ち

時
間
で
、「
チ
ェ
コ
音
楽
年
２
０
１
４
―
―
チ
ェ
コ

音
楽
と
私
」「
私
の
お
気
に
入
り
の
町
」
の
二
つ
の

テ
ー
マ
か
ら
い
ず
れ
か
を
選
ん
で
発
表
し
、
発
表
後

に
審
査
員
か
ら
質
疑
を
受
け
ま
し
た
。

第
20
回
チ
ェ
コ
語
弁
論
大
会
開
催

日
時
：
２
０
１
４
年
５
月
17
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

審査後の記念撮影
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学
校
法
人
城
西
大
学
は
、
２
０
１
４
年
６
月
７

日
、
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
棟
ホ
ー
ル

に
て
、
チ
カ
ダ
賞
受
賞
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（International Sym
posium

 Com
m

em
orating 

W
inning of the Cikada Prize

）を
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
９
日
に
本
学
の
水
田
宗
子
理
事
長
が
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
館
よ
り
東
ア
ジ
ア
の
生
命
と
尊

厳
を
表
現
す
る
詩
人
に
授
与
さ
れ
る
国
際
的
な
詩

の
賞
で
あ
る
「
チ
カ
ダ
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
が
、

今
回
の
受
賞
を
契
機
に
、
ご
自
身
も
ウ
プ
サ
ラ
大

学
（U

ppsala U
niversity

）・
京
都
大
学
（K

yoto 
U

niversity

）
で
文
学
の
博
士
号
を
取
得
さ
れ
た

文
学
者
で
あ
り
、
す
ぐ
れ
た
俳
人
で
も
あ
る
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国
ラ
ー
シ
ュ
・
ヴ
ァ
リ
エ
（Lars 

V
argö

）
大
使
閣
下
、
過
去
の
チ
カ
ダ
賞
受
賞
者
、

東
ア
ジ
ア
の
高
名
な
詩
人
の
皆
さ
ん
に
集
ま
っ
て
い

た
だ
き
、「
生
命
の
尊
厳
を
表
現
す
る
こ
と
（Giving 

W
orld to the Inviolability of Life

）」
を
テ
ー

マ
に
、
三
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
な
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
々
は
、
右
の
と
お

り
で
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
ヴ
ァ
リ
エ
大
使
閣
下
か
ら

チ
カ
ダ
賞
に
つ
い
て
の
説
明
、
水
田
理
事
長
か
ら
の

チ
カ
ダ
賞
受
賞
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

日
時
：
２
０
１
４
年
６
月
７
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

参加パネリスト
●ラーシュ・ヴァリエ
　駐日スウェーデン大使・俳人
●水田宗子
　第６回受賞者
●有馬朗人
　俳人
●申庚林
　第４回受賞者
●文貞姫
　第５回受賞者
●北島
　詩人
●白石かずこ
　詩人
●財部鳥子
　詩人
●高橋睦郎
　詩人
●吉増剛造
　詩人
●佐川亜紀
　詩人
●田原
　詩人
●韓成禮
　詩人・翻訳者
　（第3回受賞者高銀の詩を翻訳）

パネル 3 の様子

パネル１のメンバー（左からヴァリエ大使、有馬氏、申氏、文氏、水田氏、韓氏）

　

カ
テ
リ
ー
ナ
・
フ
ィ
ア
ル
コ
ヴ
ァ
ー
大
使
、
東
京

外
国
語
大
学
の
篠
原
琢
教
授
、
東
京
外
国
語
大
学

の
マ
ル
ケ
ー
タ
・
ゲ
プ
ハ
ル
ト
ヴ
ァ
ー
（M

arketa 
Gebhartova

）
特
任
講
師
、
外
務
省
中
欧
課
の
東

海
林
郁
夫
氏
、
昨
年
度
の
優
勝
者
の
槍
田
ひ
か
り
さ

ん
か
ら
な
る
５
名
の
審
査
員
に
よ
る
厳
正
な
審
査
を

経
て
、
大
変
豊
か
な
表
現
力
（
フ
ィ
ア
ル
コ
ヴ
ァ
ー

大
使
評
）
が
認
め
ら
れ
、
細
田
春
音
さ
ん
が
１
位
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
水
田
宗
子
理
事
長
賞
」

に
は
、
井
上
美
和
子
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
井
上

さ
ん
は
看
護
師
と
し
て
勤
務
さ
れ
る
中
、
自
宅
で

チ
ェ
コ
語
を
勉
強
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
優
れ
た
チ
ェ

コ
語
の
レ
ベ
ル
に
加
え
、
大
変
な
ご
努
力
が
評
価
さ

れ
、
選
考
の
決
め
手
と
な
り
ま
し
た
。

　

表
彰
式
後
の
懇
親
会
で
は
、
チ
ェ
コ
大
使
館
の

シ
ェ
フ
に
よ
る
軽
食
が
用
意
さ
れ
、
参
加
者
全
員
が

交
流
し
、
親
睦
を
深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
学
は
、
チ
ェ
コ
の
カ
レ
ル
大
学
（Charles 

U
niversity in Prague

）、マ
サ
リ
ク
大
学（M

asaryk 
U

niversity

）、
プ
ラ
ハ
経
済
大
学
（U

niversity of 
Econom

ics, Prague

）
の
３
校
と
学
術
交
流
協
定

を
締
結
し
て
お
り
、
セ
ミ
ナ
ー
や
講
演
会
を
主
催

す
る
等
、
積
極
的
に
国
際
交
流
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
向
け
た
国
際

交
流
活
動
の
強
化
の
一
環
と
し
て
、
チ
ェ
コ
を
含
む

中
欧
地
域
と
よ
り
一
層
の
学
術
交
流
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

学生と歓談する水田理事長とカテリーナ・フィアルコヴァー大使
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チ
カ
ダ
賞
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

詩
人
で
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
者
で
あ
る
ハ
リ
ー
・

マ
ー
テ
ィ
ン
ソ
ン
（H

arry M
artinson

）
の
詩
集

『
ア
ニ
ア
ー
ラ
（A

niara

）』
に
つ
い
て
の
お
話
に

続
き
、
左
の
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
１
に
お
い
て
は
、
東
ア
ジ
ア
を
ベ
ー
ス
に

世
界
に
広
が
る
詩
論
、
翻
訳
論
、
詩
人
論
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
２
に
お
い
て
は
、
外
地
を
テ
ー

マ
に
そ
れ
ぞ
れ
が
歩
ん
で
き
た
人
生
が
率
直
に
語
ら

れ
、
そ
れ
が
い
か
に
詩
表
現
に
生
か
さ
れ
て
い
る
か

が
討
論
さ
れ
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
３
に
お
い
て
は
、
パ

ネ
リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
が
東
ア
ジ
ア
の
詩
の
未
来
に
つ

い
て
一
言
ず
つ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
話
し
、
母
語
に
よ
る

ポ
エ
ト
リ
ー
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
が
な
さ
れ
、
会
場
の

大
き
な
感
動
を
呼
び
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
音
楽
家
吉
岡
し
げ
美
氏
に
よ
る
詩
の
弾

き
語
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
吉
岡
氏
は
、
金
子
み
す

ず
、
与
謝
野
晶
子
、
茨
木
の
り
子
な
ど
日
本
の
女
性

詩
人
の
詩
や
短
歌
な
ど
に
曲
を
つ
け
、
ピ
ア
ノ
の
弾

き
語
り
で
人
々
の
心
を
と
ら
え
て
い
る
方
で
す
。

　

ま
た
チ
カ
ダ
賞
の
お
祝
い
と
し
て
、
水
田
氏
に

よ
る
新
し
い
書
き
下
ろ
し
作
品
で
あ
る
「
書
か
れ

な
か
っ
た
ラ
ブ
レ
タ
ー
」
が
、
吉
岡
氏
に
よ
る
ソ

ロ
と
Ｊ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
紀
尾
井
町
混
声
合
唱
団
に
よ
る

四
部
合
唱
（
特
別
編
曲
：
伊
藤
康
英
氏
）
が
同
時

に
披
露
さ
れ
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
を
浴
び
て
い

ま
し
た
。

　

学
校
法
人
城
西
大
学
は
、
２
０
１
４
年
７
月
１
日

に
、
日
本
の
大
学
と
し
て
初
め
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

ヤ
ン
ゴ
ン
外
国
語
大
学
（Y

angon U
niversity of 

Foreign Languages

）
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
本
学
の
水
田
宗
子
理
事
長
の
代
理
と
し

て
、
森
本
雍
憲
学
校
法
人
城
西
大
学
常
務
理
事
兼
城

西
大
学
学
長
を
団
長
と
す
る
訪
問
団
が
ヤ
ン
ゴ
ン
外

国
語
大
学
を
訪
問
し
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。
調
印

式
に
は
、
ル
イ
ン
・
ル
イ
ン
・
ソ
ー
（Lw

in Lw
in 

Soe

）
学
長
や
、
キ
ン
・
エ
ー
（K

hin A
ye

）
日
本

語
学
科
長
ら
を
は
じ
め
と
す
る
同
大
学
関
係
者
約
10

名
、ミ
ャ
ン
マ
ー
元
日
本
留
学
生
協
会
（M

yanm
ar 

A
ssociation of Japan A

lum
ni, M

A
JA

）
の
ミ

ン
・
ウ
ェ
イ
（M

yint W
ai

）
前
会
長
、
シ
ー
・

シ
ー
・
シ
ェ
ン
（Si Si Shen

）
会
長
ら
関
係
者
、

在
ミ
ャ
ン
マ
ー
日
本
大
使
館
の
山
本
敏
生
公
使
参
事

官
ら
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ヤ
ン
ゴ
ン
外
国
語
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結

日
時
：
２
０
１
４
年
７
月
１
日

場
所
：
ヤ
ン
ゴ
ン
外
国
語
大
学
、ミ
ャ
ン
マ
ー
連
邦
共
和
国

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
２
０
１
１
年
の
民
主
化
以
来
、
本

格
的
な
経
済
発
展
に
向
け
て
成
長
軌
道
に
乗
り
つ
つ

あ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
で
も
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
国

の
一
つ
で
す
。
ま
た
今
年
は
、
日
本
と
ミ
ャ
ン
マ
ー

が
外
交
関
係
を
樹
立
し
て
60
周
年
と
な
る
記
念
す
べ

き
年
で
も
あ
り
、
今
回
の
調
印
式
は
そ
の
記
念
事
業

の
一
つ
と
し
て
在
ミ
ャ
ン
マ
ー
日
本
大
使
館
か
ら
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

調
印
式
で
は
、
は
じ
め
に
森
本
常
務
理
事
が
「
本

日
は
ヤ
ン
ゴ
ン
外
国
語
大
学
を
訪
問
す
る
こ
と
が
で

き
、
本
当
に
光
栄
で
す
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
急
速
に
経

済
・
産
業
が
発
展
し
て
お
り
、
今
後
の
両
国
の
懸
け

橋
と
な
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
協

定
締
結
に
よ
り
そ
の
よ
う
な
人
材
を
育
成
し
、
両
大

学
で
教
育
・
研
究
面
の
交
流
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
ル
イ
ン
・
ル
イ
ン
・
ソ
ー
学
長
も

「
本
学
は
こ
れ
ま
で
ロ
シ
ア
、
韓
国
、
タ
イ
、
フ
ラ

ン
ス
の
大
学
と
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
が
、
今
回
初

め
て
日
本
の
大
学
と
し
て
、
学
校
法
人
城
西
大
学
と

協
定
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
大
変
光
栄
で
す
。
今
後
、

両
大
学
に
と
っ
て
実
の
あ
る
交
流
を
深
め
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
両
学
長
に
よ
る
協
定
書
へ
の
サ
イ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

調
印
式
後
、
訪
問
団
は
キ
ャ
ン
パ
ス
の
案
内
を
受

け
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
施
設
や
日
本
語
学
科
の
講
義
風

景
を
見
学
し
て
、
日
本
語
を
熱
心
に
学
ぶ
学
生
た
ち

や
日
本
語
学
科
の
先
生
た
ち
と
も
交
流
を
し
ま
し

た
。

　

ヤ
ン
ゴ
ン
外
国
語
大
学
は
、
今
年
で
設
立
60
周
年

を
迎
え
た
学
生
数
約
２
３
０
０
名
の
国
立
大
学
で
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
け
る
外
国
語
大
学
の
リ
ー
ダ
ー
的

存
在
で
す
。
日
本
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
、
英
語
、

ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
等
の
学
科
が
あ
り
、
日
本

語
学
科
に
は
約
３
０
０
名
の
学
生
と
25
名
の
教
員
が

在
籍
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
翌
２
日
に
一
行
は
在
ミ
ャ
ン
マ
ー
日
本
大

使
館
を
訪
問
し
て
樋
口
建
史
特
命
全
権
大
使
と
面
会

し
、
調
印
式
の
報
告
を
行
う
と
と
も
に
懇
談
し
ま
し

た
。

　

本
学
は
中
期
目
標
に
お
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

育
成
に
向
け
た
国
際
交
流
活
動
強
化
を
掲
げ
て
お

り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
つ
い
て
も
、
か
つ
て
日
本
で
勉

強
し
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
元
留
学
生
た
ち
の
同
窓
会
組

織
で
あ
る
Ｍ
Ａ
Ｊ
Ａ
と
２
０
１
３
年
10
月
に
連
携
協

力
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。
今
回
の
ヤ
ン
ゴ
ン
外
国

語
大
学
と
の
協
定
締
結
も
、
Ｍ
Ａ
Ｊ
Ａ
と
の
強
い
結

び
つ
き
に
よ
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。
２
０
１
４

年
11
月
に
日
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
が
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
首
都
ネ
ピ
ド
ー
（N

aypyidaw

）
で
予
定

さ
れ
て
お
り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
同
会
議
の
議
長
国
で

す
。
日
本
政
府
も
こ
れ
に
向
け
て
、
６
月
24
日
に
閣

議
決
定
し
「
元
日
本
留
学
生
な
ど
海
外
人
材
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
強
化
に
よ
り
共
創
活
動
を
促

進
す
る
」
と
新
政
策
の
方
針
を
決
め
て
い
ま
す
。

協定書の交換を行う森本常務理事（左）とルイン・ルイン・ソー学長（右）

パネル１
北欧の詩人と東アジアの詩人との出
会いとしてのチカダ

パネル２
外地経験と詩・表現

パネル３
東アジアの詩の未来

ディスカションのテーマ



No.19  2014.9.30

8

　

２
０
１
４
年
９
月
５
日
、
６
日
に
北
京
の
中
国
伝

媒
大
学
（Com

m
unication U

niversity of China

）

で
開
催
さ
れ
た
第
６
回
世
界
女
性
学
長
会
議（W

orld 
W

om
en U

niversity Presidents Forum

）
に
本

学
水
田
宗
子
理
事
長
が
、
ア
ジ
ア
地
区
代
表
理
事
と

し
て
参
加
し
、
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
伝
媒
大
学
名
誉
学
長
劉
継
南
先
生

が
主
催
さ
れ
、
２
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、

本
学
も
２
０
０
８
年
に
「
高
齢
社
会
に
お
け
る
女
性

の
学
び
直
し
」
を
テ
ー
マ
に
日
本
会
議
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
世
界
41
か
国
71
名
の
女
性
の
大
学
ト
ッ

プ
が
集
い
、
女
性
、
指
導
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

テ
ー
マ
に
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
、
２
日
間
に
わ

た
っ
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日

本
か
ら
唯
ひ
と
り
の
参
加
者
で
あ
っ
た
水
田
理
事
長

は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
各
国
大
学
と
の
連
携
の
必
要
性
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
、
多
く
の
賛
意
を
得
ま
し

た
。
ま
た
、
水
田
理
事
長
は
、
日
本
か
ら
唯
ひ
と
り本学 L-WIN メンバーで劉名誉学長へお祝い

基調講演を行う水田理事長

水
田
理
事
長
が
ア
ジ
ア
地
区
理
事
と
し
て

世
界
女
性
学
長
会
議
に
出
席

日
時
：
２
０
１
４
年
９
月
５
日
、６
日

場
所
：
伝
媒
大
学
、中
華
人
民
共
和
国

　

学
校
法
人
城
西
大
学
は
、
２
０
１
４
年
７
月
２
日

に
イ
タ
リ
ア
の
ロ
ム
ア
ル
ド
・
デ
ル
・
ビ
ア
ン
コ
財

団
（Fondazione Rom

ualdo D
el Bianco

）
と
学

術
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
イ
タ
リ
ア
を
拠
点

に
活
動
を
し
て
い
る
考
古
学
者
で
あ
る
青
柳
正
規
文

化
庁
長
官
の
紹
介
に
よ
り
、締
結
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

ロ
ム
ア
ル
ド
・
デ
ル
・
ビ
ア
ン
コ
財
団
は
、

１
９
９
８
年
に
設
立
さ
れ
、
ラ
イ
フ
・
ビ
ヨ
ン
ド
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
（Life Beyond T

ourism

）
と
い
う

方
針
で
異
文
化
間
の
対
話
を
促
進
し
、
文
化
遺
産
の

価
値
と
そ
の
重
要
性
を
喚
起
す
る
こ
と
を
目
的
に

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

協
定
締
結
に
先
立
ち
、
水
田
宗
子
理
事
長
は
、

「
学
術
交
流
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し

く
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
国
際
交
流
活
動
の
一
環
と
し

て
、
今
回
の
協
定
を
機
に
イ
タ
リ
ア
の
大
学
と
も
積

極
的
な
交
流
を
推
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。
続
い
て
、
パ
オ
ロ
・
デ
ル
・
ビ
ア
ン
コ

（Paolo D
el Bianco

）
会
長
も
「
学
校
法
人
城
西

大
学
は
、
温
か
く
迎
え
て
く
だ
さ
り
、
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
」
と
挨
拶
し
、
財
団
の
紹
介
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
の
協
定
締
結
の
き
っ
か
け
を

与
え
て
く
だ
さ
っ
た
青
柳
長
官
は
、「
今
後
、
双
方

と
の
交
流
を
深
め
、
積
極
的
な
活
動
を
行
う
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

調
印
式
後
、
２
０
１
４
年
11
月
に
開
催
さ
れ
る
イ

コ
モ
ス
（International Council on M

onum
ents 

and Sites, ICO
M

O
S

）
総
会
２
０
１
４
年
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
青
少
年
文
化
遺
産
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
さ

ら
に
は
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
学
術
交
流
協
定
に
伴
い
、
双
方
の
間
で
具
体

的
な
交
流
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ロ
ム
ア
ル
ド
・
デ
ル
・
ビ
ア
ン
コ
財
団
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結

日
時
：
２
０
１
４
年
７
月
２
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

協定書の交換を行うパオロ財団会長（左）、青柳文化庁長官（中央）、水田理事長（右）

　

そ
の
よ
う
な
折
に
、
日
本
の
大
学
と
し
て
最
初
に

ヤ
ン
ゴ
ン
外
国
語
大
と
の
学
術
交
流
協
定
を
結
ん
だ

こ
と
は
非
常
に
画
期
的
な
こ
と
で
す
。

　

今
回
の
協
定
締
結
を
機
に
、
ヤ
ン
ゴ
ン
外
国
語
大

学
か
ら
本
学
へ
の
留
学
な
ど
、
具
体
的
な
交
流
が
進

む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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２
０
１
４
年
９
月
30
日
、
水
田
宗
子
ハ
ン
ガ

リ
ー
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
チ
ェ
コ
・
ス
ロ
バ
キ
ア
奨
学

生
表
彰
式
が
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
奨
学
金
は
、
２
０
０
９
年
12
月
ハ
ン
ガ
リ
ー

共
和
国
の
シ
ョ
ー
ヨ
ム
・
ラ
ー
ス
ロ
ー
（Sólyom

 

László

）
大
統
領
（
当
時
）
が
、
東
京
紀
尾
井
町

キ
ャ
ン
パ
ス
を
表
敬
訪
問
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て

「
水
田
宗
子
ハ
ン
ガ
リ
ー
奨
学
金
」
と
し
て
設
立
さ

れ
た
の
が
最
初
で
す
。

　

本
学
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
向
け
た
国

際
交
流
活
動
の
強
化
を
進
め
、
Ｖ
４
諸
国
を
は
じ
め

と
す
る
中
欧
地
域
と
の
教
育
交
流
を
深
め
て
お
り
、

奨
学
金
は
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
ス
ロ
バ
キ
ア
か
ら

の
留
学
生
を
対
象
に
加
え
ま
し
た
。

　

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
商
科
大
学

（Budapest Business School

）、
エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
・

ロ
ラ
ー
ン
ド
大
学
（Eötvös Loránd U

niversity

）、

カ
ー
ロ
リ
・
ガ
ー
シ
ュ
パ
ー
ル
・
カ
ル
ビ
ン
派
大
学

（K
ároli Gáspár U

niversity of the Reform
ed 

Church in H
ungary

）、セ
ゲ
ド
大
学
（U

niversity 
of Szeged

）
か
ら
12
名
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ワ
ル

シ
ャ
ワ
大
学
（U

niversity of W
arsaw

）、
ウ
ッ

チ
大
学
（U

niversity of Lodz

）、
ポ
ー
ラ
ン
ド
日

本
情
報
工
科
大
学
（Polish-Japanese Institute 

of Inform
ation T

echnology

）
か
ら
7
名
、
チ
ェ

コ
の
カ
レ
ル
大
学
（Charles U

niversity in 
Prague

）、
プ
ラ
ハ
経
済
大
学
（U

niversity of 
Econom

ics, Prague

）
か
ら
２
名
、
そ
し
て
今

回
、
初
め
て
ス
ロ
バ
キ
ア
か
ら
コ
メ
ニ
ウ
ス
大

学
（Com

enius U
niversity in Bratislava

）、

プ
レ
シ
ョ
フ
大
学
（U

niversity of Presov in 
Presov

）
か
ら
３
人
の
計
24
名
が
城
西
大
学
・
城
西

国
際
大
学
に
留
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
表
彰
式
で
は
、
水
田
理
事
長
か
ら
の
表
彰
状

授
与
に
続
き
、
日
本
と
の
文
化
交
流
を
深
め
る
学
生

親
善
大
使
が
各
国
か
ら
２
名
ず
つ
任
命
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
城
西
大
学
の
留
学
生
を
代
表
し
て
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
リ
ツ
・
ト
マ
シ
ュ
（Rydz T

om
asz

）

さ
ん
と
、
城
西
国
際
大
学
を
代
表
し
て
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
ト
ー
ト
・
ボ
グ
ラ
ル
カ
（T

oth Boglárka

）
さ

ん
が
授
与
の
謝
辞
お
よ
び
決
意
表
明
を
行
い
、
奨
学

金
に
よ
り
安
心
し
て
勉
学
に
励
め
る
こ
と
に
対
し
て

の
水
田
理
事
長
お
よ
び
関
係
者
へ
の
御
礼
と
と
も
に

「
留
学
す
る
１
年
間
で
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
や

日
本
の
経
済
・
社
会
な
ど
を
学
び
た
い
」
と
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
水
田
理
事
長
が
「
今
回
、
こ
れ
ま
で
の
３

か
国
に
加
え
、
初
め
て
ス
ロ
バ
キ
ア
か
ら
３
人
の
留

学
生
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
こ
れ
で
、
中
欧
の
Ｖ
４
諸
国
が
揃
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
、
日
本
で
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
ん
で
く

だ
さ
い
。
そ
の
貴
重
な
経
験
が
皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら

の
キ
ャ
リ
ア
に
大
い
に
役
立
つ
で
し
ょ
う
」
と
述
べ

ま
し
た
。

水
田
宗
子
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
チ
ェ
コ
・
ス
ロ
バ
キ
ア

奨
学
生
表
彰
式
を
開
催

日
時
：
２
０
１
４
年
９
月
30
日

場
所
：
学
校
法
人
城
西
大
学
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス

香
港
城
市
大
学
のW

ay K
uo

学
長
著
書
刊
行

日
時
：
２
０
１
４
年
４
月
２
日

場
所
：
城
西
国
際
大
学
千
葉
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス

出
版
活
動

　

２
０
１
４
年
４
月
２
日
、
香
港
城
市
大
学
（City 

U
niversity of H

ong K
ong

）
のW

ay K
uo

（
郭

位
）
学
長
が
２
０
１
４
年
度
入
学
式
へ
ご
臨
席
の
た

め
城
西
国
際
大
学
を
訪
問
し
、
夜
に
は
、
城
西
国
際

大
学
が
翻
訳
を
担
当
し
た K

uo

学
長
の
著
書
『
科

学
者
の
視
点
か
ら
見
た
原
子
力
発
電
の
課
題
と
将
来

性
』
の
刊
行
を
記
念
し
た
晩
餐
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

の
参
加
者
と
い
う
こ
と
で
注
目
を
集
め
、
新
華
社
、

毎
日
新
聞
、
中
国
国
際
放
送
な
ど
多
数
の
メ
デ
ィ
ア

か
ら
取
材
を
受
け
、
そ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
世
界
に

向
け
て
発
信
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
今
後
さ
ら
に
知
恵
を
集
め
、
絆
を

強
め
、
一
層
の
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
高
め
る

こ
と
を
目
指
す
と
い
う
提
言
が
出
さ
れ
、
盛
況
の
う

ち
に
閉
幕
し
ま
し
た
。

水田理事長ら大学関係者と記念撮影

奨学金授与に感謝する奨学生代表
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●周辺図
　

本
学
と
香
港
城
市
大
学
と
は
、
２
０
１
２
年
10

月
に
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
学
生
交

流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト"Explanation of Japanese 

Culture and Science"

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
城
西

国
際
大
学
か
ら
26
名
の
学
生
派
遣
、
な
ら
び
に
香
港

城
市
大
学
か
ら
20
名
の
学
生
受
入
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

　

入
学
式
でK

uo

学
長
は
「
教
師
や
同
級
生
と
の

出
会
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
学
ぶ
姿
勢
を
会
得

し
、
自
立
心
を
身
に
付
け
、
母
国
語
の
力
に
根
差
し

た
外
国
語
を
習
得
し
、
大
学
生
活
を
人
生
の
素
晴
ら

し
い
出
発
点
と
し
て
く
だ
さ
い
」
と
新
入
生
を
激
励

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
会
場
を
移
し
、K

uo

学
長
の
著
書
『
科

学
者
の
視
点
か
ら
見
た
原
子
力
発
電
の
課
題
と
将

来
性
』
の
翻
訳
出
版
記
念
晩
餐
会"Reception in 

H
onour of President W

ay K
uo's Japanese 

Publication"

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
翻
訳

は
城
西
国
際
大
学
の
中
国
人
教
員
に
よ
り
組
織
さ
れ

た
翻
訳
チ
ー
ム
が
主
に
担
当
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
当
日
は
、
立
川
志
の
春
さ
ん
に
よ
る
英
語
落

語
の
口
演
が
あ
り
、
英
語
で
表
現
さ
れ
た
落
語
独
特

の
人
間
の
持
つ
お
か
し
み
が
、K

uo

学
長
を
は
じ

め
と
す
る
香
港
城
市
大
学
一
行
に
も
大
変
好
評
で
、

日
本
の
伝
統
芸
能
を
堪
能
し
て
い
た
だ
く
よ
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

本
晩
餐
会
に
は
香
港
城
市
大
学
か
ら
４
名
の
教
員

が
お
祝
い
に
駆
け
付
け
る
と
と
も
に
、
文
部
大
臣
お

よ
び
東
京
大
学
総
長
を
務
め
ら
れ
、
現
在
学
校
法
人

根
津
育
英
会
武
蔵
学
園
長
の
有
馬
朗
人
先
生
や
文
化

庁
長
官
の
青
柳
正
規
先
生
、
元
東
北
大
学
総
長
で
、

現
在
城
西
国
際
大
学
グ
リ
ー
ン
マ
テ
リ
ア
ル
研
究
所

所
長
を
務
め
て
い
る
井
上
明
久
先
生
な
ど
、
本
学
に

縁
の
深
い
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
盛
大

な
会
と
な
り
ま
し
た
。

（左）晩餐会での Way Kuo 学長のご挨拶 （右）Kuo 学長著者


